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琉球大学学生の体格の変遷

国吉　緑　　普天間　弘

琉球大学医学部成人保健学第一教室

はじめに

日本人の体格は、年々向上してきている。特

に、戦後の若者の体格は著しく向上し沖縄県に

おいても同様な事がいえる1.2)。

一般に、沖縄県は他府県に比べ体格が小さい

と言われている。本研究では、沖縄県出身琉球

大学学生の体格にどのような差異があるのか、

また時代と共にどのように変遷してきたのかを

他府県出身学生及び他府県同年代の青年と比較

しながらその要因について検討したので報告す

る。

調査対象ならびに方法

対象は、琉球大学の創立時から行われている

学生の定期健康診断記録に基づいて1950年度か

ら85年度までの5年毎の入学生の内、在学中の

4年間に少なくとも3回以上健診記録のある者

とした。調査数5138名の中から20歳の時のデー

タのある者は、男子2304名、女子1269名、合計

3573名であり(表1) 、全国青年や県外出身琉

大生との比較はこれらの20歳のデータを用いた。

調査項目は、身長、体重、胸囲、座高とし他

に、肥満を示す指標としてBMI (BodyMass

Index)及び座高・身長比を座高(cm) ÷身長

(cm) ×100で求め体格を表す一つの指標とし

た。

分析方法として各項目における県内出身学生

の年次推移をみるため、各人学年度毎に男女別

にその平均値と標準編差を算出した(表211、

2-2)　また、各個人の入学時から最終学年

までの体格の変化を加齢に伴う変化として表し、

各年度毎にその平均値と標準偏差を求めた(秦

3-1、 3-2) 。まず、 1950年度から85年度ま

での県内出身琉球大学学生(以下県内琉大生と

略す)と全国青年との年次推移の比較を20歳時

のデータで行った。次に復帰前1%以下であっ

表　1　年度別対象者数

入学年度 50 55 60 65 70 75 80 85 計

入

学

者

(人)

刀 4 65 38 8 4 1 2 5 15 58 0 768 8 75 8 56 4 859

女 97 1 34 20 0 296 3 18 23 1 加 9 324 18 09

計 56 2 52 2 6 12 8 11 8 98 9 99 108 4 1180 66 68

対

&

者

(人 )

男 4 0 20 2 304 3 91 47 4 243 344 30 1 23 04

女 7 45 18 2 2 73 3 03 16 0 1 24 175 1269

計 47 247 48 6 6 S4 7γ7 4 08 4 68 4 76 357 3
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表2-1　琉大生の体格の平均値・標準偏差(20歳男子)
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妄首＼＼皇 軍
1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985

身 長 16 1.6±5 .7 160 .5±5 .3 162.3±4.9 164 .1±5 .6 165 .7±5 .2 166 .6±4 .7 166 .9±5 .4 168 .7±5 .4

cm (40) (202) 304 (39 1) (474) 248) 344 30 1)

体 重 52 .7 :±4 .5 52 .2±5 .4 55.2±5.6 56 .7±6 .4 5 7.6±6 .5 58 .1 :±6 .4 59 .9±7 .0 62 .4±8 .7
(k9) (40 202 (304) (391 474 248) (344 30 1)

B M I
20 .2±1 .4 20 .2±1 .5 20.9±1.6 21 .0±2 .0 2 1.0±2 .0 20 .8±2 -5 21 .5±2 .6 21 .9±2 .6

40 2021 (304) 391 474 248) (344 30 1

胸 囲 1.0±3 .4 84 .0±3 .9 4.5+ 4.0 86 .2±4 .4 86 .0±4 .7 86 .2±4 .8 87 .1±5 .4 i.3±5 .7

cm 38 201 1304) 391 474 247) 344) 30 1)

座 高 i.2±3 .1 3.4±2 .8 89.4±2.7 90 .1±2 .7 9 1.0±2 .7 90 .5±2 .5
(cm) 12 (202) (304) (390 ) (471 83)

座高 .身長上 54 .0±1 .2 55 .1±1 .0 55.1±1.0 54 .9dヒ1 .1 54.9±1 .0 54 .3±1 .0
(潔) (12) (202) 1304) (390 47 1 83)

( ) :例数

表2-2　琉大生の体格の平均値・標準偏差(20歳女子)

妄 首 ＼＼阜 革 19 5 0 1 9 55 19 60 1 9 6 5 19 7 0 1 9 7 5 1 98 0 19 8 5

身 長 15 0 .9 ± 3 .5 15 1 .0 :±4 .9 150 .2±4 .9 1 5 1 .4± 4 .9 1 52 .8 ± 4 .5 15 4 .3 ± 5 .0 1 5 4 .5 ± 4 .2 1 5 5 .4 :±4 .7
(c m ) (7 ) (4 5 (182 2 7 3 3 0 3 1 6 0 1 2 4 ) 17 5

体 重 4 7 . 1± 2 .8 4 8 .4 ± 4 -6 47 .7±5 .4 4 8 .1± 5 .5 4 8 .5 ± 5 .7 4 9 .5 ± 5 .3 4 7 .9 ± 4 .6 50 .0 ± 5 .8
(k甘) (7 ) 4 5 182 (2 7 3 ) (3 0 3 1 6 0 1 2 4 17 5

B M
20 .8 ± 2 .1 2 1 .2 -ヒ1 .7 21 .1±2 .1 2 1 .0± 2 .1 2 0 .7 ± 2 .1 2 0 .8 :±1 .9 2 0 .1 ± 1 .9 20 .7 ± 2 .1

(7 ) (4 5 ) 182 ) 2 7 3 ) (3 0 3 ) (1 6 0 ) 1 2 4 17 5

胸 園 8 1 .O i±4 .1 8 0 .4 ± 4 .1 78 .7±4 .1 7 8 .5± 4 .1 7 9 .4 ± 4 .2 8 0 .1 ± 3 .9 7 8 .8 ± 3 .9 8 0 .4 ± 4 .4
cm ) (7 ) 4 3 182 (2 7 3 ) (3 0 3 ) (1 6 0 ) 1 2 4 17 5

座 高 8 2 .9 ± 1 .4 8 4 .1 ± 2 .5 83 .9±2 .7 8 4 .3± 2 .5 8 4 .6 ± 2 .6 8 4 .2 ± 2 .6
(cm ) (5 ) 4 3 ) (182 1 (2 7 3 ) (3 0 3 ) 4 6 蝣

座高 . 身長上 55 .2 ± 1 .3 5 5 .7 ± 0 .9 55 .9±1.1 5 5 .7 ± 1 -1 5 5 .4 ± 1 .1 5 4 .3 ± 1 .2
(% ) (5 ) 4 3 U 82 1 (2 7 3 ) (3 0 3 ) 4 6

表3-1　男子の入学から卒業までの体格の変化

(卒業時の値一入学時の値)

年 度

項 目

1 9 5 0 1 9 5 5 1 9 6 0 1 9 6 5 1 9 7 0 1 9 7 5 1 9 8 0 1 9 8 5

6 4 2 2 5 3 5 1 4 2 9 4 2 0 2 4 3 3 5 5 3 2 1

身 長 c m 1 .7 " 1 .6 * 0 .9 * .8 * * 0 .4 0 . 1 0 .4 0 .5

体 宜 ( 1(9 ) - 1 . 1 2 .4 " 1 .9 * 1 ▼3 * 1 .7 * 2 .0 * 2 .6 * 1 . 2

B M l 0 .9 * 0 .6 * 0 .5 * 0 . 3 " 0 .5 " 0 .9 ' 0 .9 ' 0 .2

胸 囲 (cm ) 0 ▼9 0 .8 4 . 3 ' 1 .4 * 2 .4 * 2 .8 " 1 .4 * 0 .6

座 高 cm ) 0 .5 I .8 0 .4 0 .6 0 -

拓 馬 . 身 艮 比 (% ) ・0 .1 0 .3 0 0 -1 -0 .1 -

入学時と卒業時の有意差* pく0.01 ** pく0.05

( ) :例数

表3-2　女子の入学から卒業までの体格の変化

(卒業時の値一入学時の値)

年 度

項 目

1 9 5 0 1 9 5 5 1 9 6 0 1 9 6 5 1 9 7 0 1 9 7 5 1 9 8 0 1 9 8 5

7 4 5 1 8 5 2 7 1 2 . 6 1 5 1 1 2 7 1 6 4

身 長 (C rn) 1 .7 0 .7 0 . 2 0 . 2 0 .5 0 .2 0 .1 0 .4

体 盤 w - 1 .9 0 .4 0 . 3 0 ー5 4 I4 1 .0 0 .6 ・0 .1

B M l - 1 .4 0 0 . 1 0 ー1 0 . 3 0 .4 0 .3 ・0 .1

胸 開 c m イ) .8 -0 .4 1 .2 * 0 1 .6 * 0 3 1 2 * o :'

座 高 c m ) 蝣0 .1 蝣牀.4 .0 ー3 -0 . 1

座 高 . 身 長 比 (% ) - 蝣0 .1 -0 .3 -0 .3 蝣0 .3 -

入学時と卒業時の有意差　*pく0.01
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た、他府県出身学生が1975年度には36%、 80年

度には43%、 85年度には、 42%と復帰後増えて

きている。そこで、 1975年、 80年、 85年の各年

度の県外出身琉球大学学生(以下県外琉大生と

略す)の平均値と標準編差を算出し、その年度

における県内琉大生との比較を行った。全国青

年の資料は文部省体育局から出されている、体

力・運動能力調査報告書による年齢別発育年次

統計を参考とした3)。統計学的検定はt検定で

行った。

結　　果

1　身長

20歳男子の入学年度別身長は、 55年度が最低

図1-1　20歳男子の年度別身長
c m

であるがその後年度とともに伸び、 5年毎の比

較でもほとんど有意(P〈O.01)に伸びていた

(図111、蓑2-1)　各人学年度別に加齢に

伴う身長の増減をみると、 50年度から65年度に

おいては入学後、有意(P〈O.05-0.01)に伸

びていた(表3-1)　県内琉大生と全国青年

との平均値の年次推移を比較すると県内琉大生

は、全国青年よりも有意(P〈O.01)に低かっ

た(図1-1、表4-1)　県内琉大生と県外琉

大生との平均値を比較するといずれの年度にお

いても県内琉大生は、県外琉大生よりも有意

(P〈O.01)に低かった(図111、表5) 0

図1-2　20歳女子の年度別身長

表4-1　全国青年に対する県内琉大生の

体格の比率(20歳男子)
毎 & l

項 目
19 50 1 9 55 19 60 19 65 1 97 0 19 7S 1 98 0 1 98 5

身 長 98 .7 * 9 7 .0 ' 97 .5* 98 .0* 9 8 .2* 98 .6* 8 .2ォ 98 .9 *

体 重 9 5 .8 ' 93 .2* 9 6 .8 * 9 7 .4* 97 . 1* 9 6 .7* 97 .6 * B .4

B M I 9 9 .0 97 .e 1 0 2 .5 1 01 .0 9 9 .1 10 0 .5 10 1.4 10 0 .0

胸 囲 10 0 .6 1 0 0 .2 9. 2 9 .5 9 9 .1 9. 2 9 9 .4 1 00 .1

座 高 99 .0 * 9 8 .1 * 98 .7* 9 *1蝣0 10 0 .3 - 1 01 .0
-

座 高 . 身 長 比 89 .3 1 0 1.3 1 0 1 .3 10 1 .S 10 2 .2 * - 1 03 .0 * -

有意差は実測値をt検定　P<0.01
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表5　県外琉大生に対する県内琉大生の体格の比率

i) 20歳男子　　　　(%)

年 艮

項 目
19 7 5 19 80 19 8 5

身 長 9 9 .0 ' 98 .6 * 8 9 .0*

体 重 97 .6 * 98 .0 98 .4

B M I 99 .5 10 0 .9 1 00 .5

胸 囲 98 .9* 9 .4 98 .5 *

座 高
- 99 .3

-

座 高 . 身 長 此
- 1 00 .7 -
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b) 20歳女子　　　　(%)

年 度

項 目 1 97 5 198 0 198 5

身 長 9 9 .9 9 8 .8 ' 9.2

体 盈 97 .8 9 1.8* 8 4.9 *

B M I 3 .1 9 4.4* 6 .3*

胸 囲 9 7 .8* 9 8 .7* 8 7 .5'

座 高
-

8.7"
-

座高 . 身長此
- 9.3 -

有意差は実測値平均をt検定* P<0.01** P<0.05

20歳女子の入学年度別身長は、 60年度が最低

でその後各年度で伸び5年毎の比較では60年度

と65年度、 65年度と70年度、 70年度と75年度で

有意差(P〈O.05-P〈O.01)を認めた(図112、

表2-2) 。各大学年度別に加齢に伴う身長の

増減をみると各年度で入学後の伸びがみられる

が有意差は認めなかった(表3-2)　県内琉

大生と全国青年との年次推移を比較すると各年

度で県内琉大生は、全国青年よりも有意(P〈O.

01)に低かった(図112、表4-2)　県内琉

大生と県外琉大生との比較では県内琉大生が、

各年度で県外琉大生より低く、 80年度において

有意差(P〈O.01)を認めた(図1-2、表5) 0

蓑4-2　全国青年に対する県内琉大生の

体格の比率(20歳女子) too一

項 目 年 B'
1950 1955 I960 19G5 1970 1975 1980 1985

身 長 98 .2* 97.9* 97 .r 97.4* 97.6' 98 .8* B.2* 8.5*

体 寛 92.9* 97.0* 85.2* 94.7* 94.9' B.9* 94.3* 8.8

B M I 8.6 101.8 101.0 9.1 97.I* 87.7* 99.0 102.5

胸 囲 99.5 99.8 97 .5* 90.2* 98 .0* 98 .0* 96.6' 99.1

座 高 8.1 100.1 9.1 99.2 9 na<3 -
100.7

-

座高 .身JR 此 100.4 102.4* 102.0* 101.8' 101.8'
-

102.3'
-

有意差は実測値をt検定　P<0.01
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2　体重

20歳男子の入学年度別体重は、年度とともに

増え5年毎の比較でもほとんど有意(P〈O.01)

に増えていた。 (図211、表2-1)　各人学

年度別に加齢に伴う体重の増減をみると、 55年

度以降入学後有意(P〈O.01)に増えていた。

ただし、 50年度、 85年度は有意差は認めなかっ

た(蓑3-1)　県内琉大生と全国青年との年

次推移を比較すると85年度を除く各年度で県内

琉大生は、全国青年よりも有意(P〈O.01)に

軽かった(図211、表4-1)　県内琉大生と

県外琉大生とを比較すると県内琉大生は、県大

生よりも軽く75年度では有意差(P〈O.01)を

認めた(図2-1、表5)O

図2-1　20歳男子の年度別体重

20歳女子の入学年度別体重は、各年度で漸増、

あるいは横這い傾向にあり、 5年毎の比較では

75年度と80年度、 80年度と85年度で有意差(P

く0.01)を認めた(図212、表2-2)　各人学

年度別に加齢に伴う体重の増減をみると、入学

時から卒業までの有意な増減はみられなかった

(表3-2)　県内琉大生と全国青年との年次

推移を比較すると、 85年度を除く各年度で県内

琉大生は、全国青年よりも有意(P〈O.01)に

軽かった(図212、表4-2)　県内琉大生と

県外琉大生との比較で、県内琉大生は85年度を

除く各年度とも県外琉大生より有意(P〈O.01)

に軽かった(図2-2、表5)0

図2-2　20歳女子の年度別体重

3　肥満度の指標としてのBMI

20歳男子の入学年度別BMIは、各年度で横

道いないしは増加し5年毎の比較では55年度と

60年度、 75年度と80年度で有意(P〈O.01)に

増えていた(図311、表2-1)　各人学年度

別に加齢に伴うBMIの増減をみると85年度を

除く各年度で有意(P(0.01)に増えていた

(表3-1)　県内琉大生と全区青年との年次

推移を比較すると各年度とも有意差は認めなかっ

たが、県内琉大生は全国青年と同様な推移にあっ

た(図311、表4-1)　県内琉大生と県外琉

大生とを比較すると各年度で県内琉大生の方が

県外琉大生よりも大きい傾向を示したが有意差

は認めなかった(図3-1、表5)。

20歳女子の入学年度別BM Iは、ほぼ横這い

傾向にあり5年毎の比較では75年度と80年度で

有意(P〈O.01)に減り、 80年度と85年度で有

意Pく0.01)に増えていた(図3-2、表2-2)

各人学年度に加齢に伴うBMIの増減をみると

各年度とも有意な増減は認めなかった(表31

2) 。県内琉大生と全国青年との平均値の年次

推移を比較すると、県内琉大生は70年度と75年

度において全国青年よりも有意(P〈O.01)に

小さいが、 85年度では県内琉大生が上回ってい

た(図312、表4∵2) 。県内琉大生と県外琉

大生とを比較すると県内琉大生は県外琉大生よ

りも有意(P〈O.01)に小さかった(図312、

表5) 0
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図3-1　20歳男子の年度別BMI 図3-2　20歳女子の年度別BMI
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4　胸囲

20歳男子の入学年度別胸囲は、各年度で増え

5年毎の比較では60年度と65年度、 75年度と80

年度、 80年度と85年度で有意(KO.05-P〈O.0

1)な増減がみられた(図4-1、表2-1) 。各

人学年度別に加齢に伴う胸囲の増減をみると、

50年度、 55年度、 85年度を除く各年度で有意

(P〈O.01)に増えていた(表3-1)　県内琉

大生と全国青年との年次推移を比較すると55年

度以降、県内琉大生よりも全国青年が上回って

いたがその差も漸減傾向にあり有意差は認めな

かった(図4-1、表4-1　　県内琉大生と県

外琉大生とを比較すると、県内琉大生は県外琉

図4-1　20歳男子の年度別胸囲
0m

大生よりも75年度と85年度で有意(P〈O.05-P

く0.01)に小さかった(図4-1、表5) 0

20歳女子の入学年度別胸囲は、各年度で横這

いないしは漸増していた。 5年毎の比較では55

年度と60年度、 65年度と70年度、 75年度と80年

度、 80年度と85年度で有意(KO.05-P<0.01)

な増減がみられた(図412、表2-2)　各人

学年度別に加齢に伴う胸囲の増減をみると60年

度、 70年度、 80年度において有意(P〈O.01)

に増えていた(表3-2)　県内琉大生と全国

青年との年次推移を比較すると60年度以降、 85

年度を除く各年度で県内琉大生は全国青年より

も有意(KO.01)に小さかった(図4-2、表

図4-2　20歳女子の年度別胸囲

4-2)　県内琉大生と県外琉大生とを比較す

ると、県内琉大生は各年度で県外琉大生よりも

有意(KO.01)に小さかった(図412、表5) 0

5　座高

男女とも75年度及び85年度は、測定されてい

ない。

20歳男子の入学年度別座高は、各年度で増え
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図5-1　20歳男子の年度別座高
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50　　蝣55　　60　　　65　　70　　　75　　80　　85

年艮

5年毎の比較では55年度と60年度、 60年度と70

年度、 70年度と75年度で有意(KO.01)に増

えていた(図511、表2-1)　各人学年度別

に加齢に伴う座高の増減をみると各年度とも入

学後、有意な増減は認めなかった(表3-1)

県内琉大生と全国青年との年次推移を比較する

と、県内琉大生は60年度まで全国青年よりも有

意(P〈O.01)に小さかったが70年度以降は上

回る傾向にあった(図5-1、表4-1) 。県内

琉大生と県外琉大生とを比較すると有意差は認

めなかった(図511、表5) 0

20歳女子の入学年度別座高は横這い傾向にあ

図6-1　20歳男子の年度別座高・身長比
%

ipffi

6　座高・身長比

20歳男子の入学年度別座高・身長比は、各年

度で横道いないし漸減傾向にあり5年毎の比較

では、 50年度と55年度で有意(P〈O.01)に増え

ていた(図611、表2-1)　入学年度別に加

図5-2　20歳女子の年度別座高

55　60　65　70　75　80　品

り、 5年毎の比較では各年度とも有意差は認め

なかった(図5-2、表2-2)　各人学年度別

に加齢に伴う座高の増減をみると、各年度とも

入学後有意な増減は認めなかった(表3-2) 。

県内琉大生と全国青年との年次推移を比較する

と、県内琉大生は全国青年よりも小さいが、 80

年度においては上回っていた。しかし有意差は

認めなかった(図5-2、表4-2

県内琉大生と県外琉大生とを比較すると、県内

琉大生は県外琉大生よりも有意(P〈O.05)に

小さかった(図5-2、表5)0

図6-2　20歳女子の年度別座高・身長比

齢に伴う増減をみると、各年度とも入学後有意

な増減は認めなかった(表3-1)　県内琉大

生と全国青年との年次推移を比較すると、県内

琉大生は全国青年よりも50年度を除く各年度で

大きかった。 70年度と80年度とでは、県内琉大
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生が有意(P〈O.01)に大きかった(図611、

表4-1)　県内琉大生と県外琉大生とを比較

すると、県内琉大生は県外琉大生よりも大きかっ

た(図611、表4-1)

20歳女子の入学年度別座高・身長比は、各年

度で横這いないしは漸減傾向にあった(図61

2、表2-2)　入学年度別に加齢に伴う増減
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をみると各年度で入学後の有意な増減は認めな

かった(表3-2)　県内琉大生と全国青年と

の年次推移を比較すると、県内琉大生が全国青

年よりも50年度を除く各年度で有意(KO.OD

に大きかった(図212、表4-2)　県内琉大

生と県外琉大生とを比較すると、県内琉大生は

県外琉大生より小さかった(図612、表5) 0

図8　栄養摂取量と身長との関係

全国と沖縄との関係
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考　　察

県内出身琉大生の1950年～85年度までの身長

の推移をみると男子では55年度、女子では60年

度が最も低値で、それ以降は年度とともに伸び

ている。これを全国青年の平均値と比べると19

70年～85年度まではほぼ　　3cmの差である

が、男子の55年度は5cmの差があり、女子の6

0年度は4.5cmと著明に差がある(図1-1、図

112、表4-1、表4-2

八木4)は、身長の発育発達に関して摂取栄養、

遺伝、経済、運動が高い相関を示すと述べてい

る。当然、社会的条件として食生活や栄養摂取

との関係が体格に大きく影響してくる。長嶺5)

は、各国民の栄養水準と各国民の身長には高い

相関があると述べている1955年～60年度で20

図7 - 1児童・生徒身長の年齢別年次推移(男子)

ている占女子においても1950年～55年度に身長

の伸びがみられたが有意差はなかった(表31

1、表3-2)　なお、入学時年齢を18歳に揃

えて集計した結果も同様な結果を得た。これは、

栄養状態が悪かったた釧こ成長期に充分な栄養

が取れず、成長が不充分となりそのために大学

入学後に身長の伸びがみられたと考えられる。

その後、世の中が落ち着くことにより栄養状態

も改善され、また1950年後半から実施された学

童-の学校給食は、栄養改善に多大な効果を示

した7-9)と思われる。身長と高い相関を示す蛋

白摂取5)の年次推移をみてみると沖縄県も年々

歳であった学生の出生年は、 1935年～40年度で

また、彼らの成長期の食生活は沖縄戦をはさん

で極端に悪い状況下にあったと思われる。時代

における食生活の変遷をみてみると戦前の調査

として西山6)は、沖縄県の体位が他府県より小

さいのは、蛋白の欠乏によるものだと述べてい

る。また、稲福の調査によると7)当時の庶民の

食生活は70%以上甘藷が主食で熱量、蛋白の摂

取量は少なく含水炭素が著しく多い傾向にあり、

肉類、果物等の摂取も少なかったとしている。

以上のことからも、 1955年度から60年度の県

内琉大生の身長の低さは、成長期における栄養

状態の悪さが影響したものと思われる。

今回の成績より加齢に伴う個人の入学から卒

業までの身長の変化をみると男子の場合、入学

年度の1950年～65年度において1 cm前後伸び

図7-2　児童・生徒身長の年齢別推移(女子)

増加傾向にある。また他の栄養素も同様に増加

しほぼ平均栄養摂取量を満たしつつある。しか

しカルシウムは、 1960年度399mgから1985年度

446mgと増加はしているが未だ平均栄養摂取量

を満たしていない(図　1,10,ll)、これが低身

長の一つの要因とも考えられる。

沖縄県内の小・中学生の身長の推移を大学生

と同じ年度でみてみると1-1,12,13)大学生同様男

女とも1950年、 55年度が最低でその後年度の増

加とともに全国平均値との差が縮小してきてい

る。特に男女とも11歳で最もその差が小さくなっ

ている。しかし、女子の14歳、 17歳は全国平均
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値よりも　　3cm前後有意に低値で推移して

いる。 11歳の差が縮小していることから、この

子供達が成人になる頃には全国との差も大部、

縮まることが予想される(図711、 7-2)

前述した通り栄養状態の改善により全国との

差は縮まりつつあるが、なお沖縄と全国とで2

3cm差のあることは、身長に及ぼす要因と

して栄養的要因以外に別の要因があることを示

唆している。

高石14.15)による地域別に身長をみると男女

とも東高西低の傾向がみられ、また、一般に中

国大陸でも北方民族の方が身長は高く、ヨーロッ

パでも北欧民族が南欧よりも高いとしている。

その理由についてははっきりとした見解はない

が、その地域の気候、生活習慣が総合的に影響

していると思われる。沖縄県が日本の最南端に

位置しているという地域的条件も沖絶県の低身

長のひとつの要因であろう。

沖縄県民が、過去から低身長であることは諸

文献16-19)から報告されているが木村20)による

と発育において身長の遺伝性は比較的高く、ま

た、川畑20)らは身長の増加とともに遺伝素質

の支配を強く受けるようになり、特に身長のよ

く発達する時期にその影響が強いと報告してい

る。また、遺伝的要因の一つとして通婚圏の問

題があるが、稲福7)の調査による琉球大学学生

の両親の通女昏圏では、同市町村の者が大半を占

め、その残りもほとんどが沖縄県内である。県

内琉大生が低身長であるのは、先述した栄養や

地域の影響の他民族としての遺伝の影響も考え

られる。遺伝的背景は同じでありながら他府県

で生活している沖絶県出身者の身長に関する資

料として、辻田ら21,22)の研究がある。辻田ら

はその研究の中で沖縄生育者、沖縄出身の本土

生育者及び本土住民の体格の比較において沖絶

生育者が最も身長が低いが、沖縄出身本土生育

著と本土住民との間にはへほとんど差が無かっ

たと述べている。このことからは遺伝の関与よ

り生活環境の関与が強いことを示しているが、

辻田らの研究は対象数が少ないためはっきりと

したことはいえない。

以上、時代の変遷での要因について検討した。
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身長に及ぼす直接的要因についての分析は難し

いが前述の理由から沖縄県出身琉大生の身長が

低いのは、 1950年～60年度は特に栄養の影響が

大きくそれ以降の　　3cmの差は栄養を含む

生活環境や地域的条件と遺伝の影響があると思

われる。

肥満度の指標としては、さほど身長の影響を

受けないBMIを用いた。 BMlの正常値は諸

家によって異なるが、 19-25の範囲23・24)とす

ると県内琉大生の平均値は男女とも20-22の範

囲にあり全体としての肥満傾向は認められない。

男子の場合、 1960年～75年度までは横這い傾向

で全国青年と同様にあるが、 75年以降は年々増

加傾向を示し全国青年や県外琉大生を上回って

いる。一方、女子のBMIも1950年～65年度ま

では横這い状態でそれ以降は漸減傾向あり、 70

年～75年度までは全国青年よりも有意に小さい。

75年度以降は、全国青年も下降し85年度におい

ては県内琉大生が全国青年よりも大きくなって

いる(図311、図312、表5)0

男子のBMIが75年度以降増加しているのに

反し、女子のBMIは75年度以降むしろ減少し

ており逆の現象を示すが、これは最近の女性の

細身願望の表れといえよう。入学後の加齢に伴

うBMIの増減をみると、男子は各年度とも有

意に増加を示しているのに対し女子は変動が少

ない。これは、男子と異なって女子は肥満を気

にしている表れとも思える(表311、表3-2)

最近の県内出身琉大生が他に比LBM Iが大

きくしかも、沖縄県の児童の体重増加が全国平

均値よりも大きい傾向にある26)このことは

肥満が成人病の誘因であると考えると、沖絶県

の青少年の肥満が全国より多い傾向にあり、さ

らに沖縄県での栄養摂取状況での脂肪摂取が全

国を上回っていることなどを考えあわせると、

今後検討すべき課題であると考える。

男子の胸囲は、年度とともに体重と同様増加

している。一般に、体重と胸囲には相関関係が

ある27)体重の増減に伴いその影響をうけ易

いとすると男子では体重の影響が関与している

と思われる。一方、女子の場合は、ほぼ横這傾

向にあるが、 85年度においては全国青年や全国
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図9　県内琉大生と全国青年との座高の比較

大学生の平均値に近づいている。これも体重の

増加に影響されたものと考えられる(図4-1、

図4-2、表4-1、表4-2、表5) 0

座高は、 1975年度、 85年度とも測定されてい

ないため全国青年、県外琉大生とは、 80年度で

比較した。県内琉大生の推移をみると男女とも

身長の増加に比べ座高の増加は小さい。全国青

年の推移も同様なことがいえる(図511、図

512、表411、表4-2)　また、座高・身長

比は県内琉大生、全国青年とも年度毎に小さく

なっている。 。このことは、青年の体型が脚長

型に変化してきた表れといえる(図611、図

6-2、表4-1、表4-2)　年度毎に県内琉大

生と全国青年とを比較すると、各年度において

も全国青年の方が小さい。特に女子においては

有意に小さい。このことからすると、県内琉大

生は胴長の傾向を示すように思われる。しかし

ながら、身長別の座高・身長比をみると男女と

も同身長では県内琉大生も全国青年も同じ座高・

身長比を示している(図9) 。すなわち、座高・

身長比は身長の増加とともに減少しており、将

来身長が増加すれば座高・身長比も全国と同じ

になると考える。

まとめ.

琉球大学学生の定期健康診断記録に基づいて

1950年度から5年毎の入学生の内、 20歳の健診
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データのある者、男子2304名、女子1269名、合

計3573名を対象に身長、体重、 BMI、胸囲、

座高、座高・身長比を調査しその平均値と標準

編差を算出した。そして、県内出身琉大生と全

国青年、県外出身琉大生との比較をそれぞれ行っ

た。

分析の結果より次の所見が得られた。

1　身長:県内出身琉大生は、 1955年～60年度

が最低でその後年度とともに伸びているが、全

国青年や県外出身琉大生に比べると各年度とも

3cm前後の差がある。これには、栄養、

生活環境、地域的条件等や遺伝的要因の影響が

考えられた。

2　体重とBMI :県内出身琉大生男子の体重

は、年度とともに有意に増えていた。女子は、

年度の増加とともに漸増しているが有意差はみ

られなかった。男女とも全国青年との差は年度

を追う毎に縮小傾向にあった。県内出身琉大生

男子のBMIは、全国青年や県外出身琉大生と

の比較では有意差は認めなかったが、県内出身

琉大生の方が他者よりも大きい傾向を示した。

女子は1950年～70年度まで横這い状態、 1975年

度以降、下降傾向にあり全国青年の推移とほぼ

同様にあった。

3　胸囲:県内出身琉大生の男子は、年度の増

加とともに増え体重の増加に比例しており、全

国青年と同様な傾向にあった。女子は、ほぼ横

這いないしは増加傾向にあった。

4　座高と座高・身長比:県内出身琉大生の座

高は、男女とも身長の伸びに比べ伸びが小さかっ

た。また、座高・身長比をみると年度毎に減少

あるいは横這い傾向にあった。県内出身琉大生

は、全国推移と同様に年度毎に脚長型になる傾

向を示していると考えられるが、年度毎の比較

では依然として県内出身琉大生が全国を上回る

傾向にあった。
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Abstract

The aim of this study was to find out changes in the physique of Okinawan students (born in Okinawa)

of University of theRyi止yus (UR) from 1950 to 1985.For every 5 years, thephysique of Okinawan students

(2,304 males and 1 ,269 females) compared with those of UR students who came from other prefecturs, all

youths of the same age as students inJ apan. The physique comprises following six measurements: height ,

weight, body mass index(BMI) , chestcircumference, sitting height and relativesitting height (sitting

height/height x 100).

The following results were obtained :

(l)Height:

The average height of UR Okinawan students was the lowest in both 1955 and 1960 and then showed a tendency

to increase. However, the average height of UR O'kinawan students was significantly lower by 2-3 cm in

∞mparison with those of other two groups.

(2) Weight and BMI=

'The mean body weight of UR Okinawan students has increased with a progress of times , particularly in males ,

and trended to come closeto those of two other groups. BMI of UR Okinawan malestudents was higher than

thoseof two oth町groups after 1980, but that was statistically insignificant. While, BMI in thefemal students

showed the same time course change of all youths,showing no change from 1950 to 1975 and a declination

after1975.

(3) Chest circumference:

′The chest circumference of maleUR Okinawan students showed the same tendency of all youtl唱to increase

with a progress times and in proportion of with a body weight increas. Wl心Ie in the female students, there

was little change.

(4) Sitting height and relatevesitting height :

'The increasing ratio of the sitting height in male and female UR Okinawan students were less than that of

their height. ¶1e relativesitting height remained stable from 1955 to 1970, but was reduced after 1970. The

leg length in both sexes of UR Okinawan students was differnt in the two other groups, but a increasi喝rate

of relative sitting height was highter.

From the results, it was confirmed that the physique of UR Okinawan students has developed since 1950,

and the change was identic;ユ1 with those at the national level. However, the average of UR O'kinawan students

was significantly lower by 2-3 cm. It is supposed that the nutritional intake, regional characteristics and

heredity might be influence these constitutional changes.


